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幼少期の運動遊び体験からみた保育者養成課程の
学習指導内容に関する一考察

Ａ Study on Teaching Contents of Childcare Worker Training 

Courses based on the Physical Play Experiences of Childhood

畑　野　裕　子1）・阪　江　　　豪2）

Yuko HATANO・Go SAKAE

要　旨
本研究では、幼児体育や保育内容「健康」において、保育者養成課程の授業の学習指導内容に関する示唆

を得ることを目的として、学生の幼少期の運動遊び体験をもとに検討を行った。方法は、保育士資格や幼稚

園教諭免許の取得を目指す保育者養成課程の女子大学生を対象に、学生の幼少期の運動遊び体験に関する自

由記述について、テキストマイニングを用いて分析した。その結果、得られた知見に関して整理・考察すると、

次のようであった。

１）保育所・幼稚園時代では、「戸外遊び」「室内遊び」が特徴的なまとまりとしてとらえられた。

２）小学校時代では、「運動遊び」「運動種目」が特徴的なまとまりとしてとらえられた。

３） 保育所・幼稚園時代と小学校時代に共通してみられたまとまりでは、「友達との遊び」「家族との遊び」

「習い事」としてとらえられた。

４） 学生の幼少期の運動遊び体験を踏まえ、保育者養成課程における授業では、「マット」などの器械体操

用具を使用した遊び、室内で行えるような鬼ごっこ、遊具での遊びにあわせて伝承遊びや、集団遊びを

意識的に行う必要があると考えられる。

保育者養成課程の授業の中で、学生が自ら様々な運動遊びを体験することは、保育者として子どもの遊び

の姿やその関わり方、環境構成、安全への配慮、運動遊びの大切さなどの気付きにつながり、見通しをもっ

た保育の計画・展開ができるようになると考えられる。これらのことからも、授業における運動遊び体験の

充実と、その体験を踏まえた保育実践へのつながりをもてることが望まれる。

キーワード：子ども、運動遊び、幼児体育、保育内容「健康」

1）神戸親和女子大学　発達教育学部　児童教育学科
2）花園大学　社会福祉学部　児童福祉学科，神戸親和女子大学　非常勤講師

Ⅰ．緒言
文部科学省は、平成19年度から21年度に「体

力向上の基礎を培うための幼児期における実践活
動の在り方に関する調査研究」（文部科学省，
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2011）において、幼児期に獲得しておくことが
望ましい基本的な動き、生活習慣及び運動習慣を
身に付けるための効果的な取組などについての実
践研究を行っている。その成果を踏まえて、「幼
児期運動指針策定委員会」が設置され、幼児期に
おける運動の在り方についての指針の策定作業が
行われた。そして、「幼児期運動指針」（文部科学
省，2012）、「幼児期運動指針ガイドブック」（文
部科学省，2013a）及び「幼児期運動指針普及用
パンフレット」（文部科学省，2013b）が取りま
とめられている。これらの指針などに示されてい
るように、幼児期の運動体験は、「生涯にわたっ
て心身ともに健康的に生きるための基盤を培う」
ために、重要であることは言うまでもない。しか
しながら、保育者を目指す学生には、どのような
運動遊びの体験があるのであろうか。保育の実践
において、指導者である保育者の運動や運動遊び
の体験が乏しいならば、子どもとともに豊かな保
育を展開させることに課題を有する可能性が推察
される。
平成29年３月に告示された幼稚園教育要領（文
部科学省，2017）や保育所保育指針（厚生労働省 , 
2017）、幼保連携型認定子ども園教育・保育要領
（内閣府，2017）の保育内容「健康」の領域にお
いて、そのねらいには、「自分の体を十分に動か
し、進んで運動しようとする。」と示されている。
また、その内容にも「（2）いろいろな遊びの中で
十分に体を動かす。（3）進んで戸外で遊ぶ。（4）
様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む。」など
が示されている。したがって、将来保育者を目指
す学生が幼児体育や保育内容「健康」を学習する
際に、学習者の運動遊びの実体験に基づく理解の
促進を図るための手がかりを明らかにしようと考
える。
そこで本研究では、幼児体育や保育内容「健康」
において、保育者養成課程の授業の学習指導内容
に関する示唆を得ることを目的として、学習者の
幼少期の運動遊び体験を視点として検討を試みる
こととする。

Ⅱ．方法
１．対象者
４年制女子大学の保育者養成課程において、保
育士資格・幼稚園教諭免許の取得を目指す１回生
102名。

２．質問内容
幼少期における運動遊びの体験に関して、保育
所・幼稚園時代と小学校時代に分けて思い出すよ
う求めた。そして、各々の時代に、保育所・幼稚
園及び小学校で行った運動遊び、家庭で行った運
動遊び、その他の施設で行った運動遊びに分けて
記入するよう求めた。

３．調査期間
2016年９月

４．分析の手続き
まず、調査対象者から回収した回答に関して、
全ての記述を書き起こした。そして、それらの記
載内容に関して、テキストマイニングを KH 
Coder 2.00f （樋口, 2001, 2014, 2015）を用いて
分析した。

５．運動遊び体験に関する構造の把握
運動遊び体験について形態素解析を行ない、語
句に含まれている名詞句の出現頻度を把握した。
そして、出現頻度上位語句の共起ネットワークを
作成し、そのまとまりから構造を解釈した。

Ⅲ．結果
１．保育所・幼稚園時代にみられた園での運動遊び
　⑴　運動遊び体験に関する語句の形態素解析
学生の保育所・幼稚園時代の園（以下、保育所・
幼稚園（園））における運動遊びの体験について、
計量的分析を行うため、テキストマイニングによ
る形態素解析を行った。その結果、抽出語総数は、
計966語であった。表１は、名詞句のうち、出現
回数５以上の抽出語に関して出現回数を頻度順に
示したものである。抽出語をみると、保育所・幼
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稚園（園）で最も出現回数が多いのは、「友達」
143であり、続いて「鬼ごっこ」58、「鉄棒」
29、「縄跳び」25、「先生」23、「遊具」22、「幼
稚園」21、「ブランコ」18、「遊び」15、「竹馬」
13、「すべり台」12、「ボール」11、「ジャングル
ジム」８、「ドッジボール」「公園」「三輪車」「保
育園」６、「グラウンド」「プール」「砂場」５となっ
ている。

表１　保育所・幼稚園（園）における出現 
 回数５以上の名詞句（頻度順）

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
友達 143 すべり台 12
鬼ごっこ 58 ボール 11
鉄棒 29 ジャングルジム ８

縄跳び 25 ドッジボール ６

先生 23 公園 ６

遊具 22 三輪車 ６

幼稚園 21 保育園 ６

ブランコ 18 グラウンド ５

遊び 15 プール ５

竹馬 13 砂場 ５

　⑵　保育所・幼稚園（園）の運動遊び体験に関
する語句の構造

抽出語間の関連性を探索するために、表１に示
した抽出語を含め、出現頻度上位60語までを利
用した抽出語間の共起ネットワークを用いて、抽
出語間の関連を分析した。その結果は図１に示
す。図１によって、各抽出語同士の結びつきを俯
瞰的にみてみる。図１では、「友達」を中心とし
て「鬼ごっこ」「縄跳び」「遊具」「鉄棒」などの「戸
外遊び」のまとまりがみられた。その他にも、「遊
戯」「リズム」「教室」「合わせる」「先生」などの
「室内遊び」のまとまりがみられた。

２．保育所・幼稚園時代にみられた家庭での運動遊び
　⑴　運動遊び体験に関する語句の形態素解析
幼稚園時代の家庭（以下、保育所・幼稚園（家））
における運動遊びの体験について、計量的分析を
行うため、テキストマイニングによる形態素解析

を行った。その結果、抽出語総数は、計755語で
あった。表２は、名詞句のうち、出現回数５以上
の抽出語に関して出現回数を頻度順に示したもの
である。
保育所・幼稚園（家）で最も出現回数が多いの
は、「友達」70であり、続いて「公園」52、「鬼ごっ
こ」30、「近所」20、「家族」15、「ブランコ」「自
転車」14、「幼稚園」13、「遊び」11、「ボール」９、
「遊具」８、「縄跳び」７、「すべり台」「放課後」６、
「保育園」５となっている。

表２　保育所・幼稚園（家）における出現 
 回数５以上の名詞句（頻度順）

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
友達 70 遊び 11
公園 52 ボール 9

鬼ごっこ 30 遊具 8

近所 20 縄跳び 7

家族 15 すべり台 6

ブランコ 14 放課後 6

自転車 14 保育園 5

幼稚園 13

　⑵　保育所・幼稚園（家）の運動遊び体験に関
する語句の構造

抽出語間の関連性を探索するために、表２に示
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図１　保育所・幼稚園（園）の運動遊び 
抽出語間の共起ネットワーク
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した抽出語を含め、出現頻度上位60語までを利
用した抽出語間の共起ネットワークを用いて、抽
出語間の関連を分析した。その結果は図２に示
す。図２では、「父」「練習」「キャッチボール」「自
転車」などの「家族との遊び」がみられた。その
他にも「友達」「公園」「鬼ごっこ」「かくれんぼ」
などの「友達との遊び」がみられた。
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図２　保育所・幼稚園（家）の運動遊び 
抽出語間の共起ネットワーク

３． 保育所・幼稚園時代にみられたその他の施設
での運動遊び

　⑴　運動遊び体験に関する語句の形態素解析
学生の保育所・幼稚園時代のその他の施設（以
下、保育所・幼稚園（他））における運動遊びの
体験について、計量的分析を行うため、テキスト
マイニングによる形態素解析を行った。その結
果、抽出語総数は、計210語であった。表３は、
名詞句のうち、出現回数５以上の抽出語に関して
出現回数を頻度順に示したものである。保育所・
幼稚園（他）で最も出現回数が多いのは、「習い事」
23であり、続いて「友達」13、「鬼ごっこ」６、「放
課後」「幼稚園」５となっている。 

表３　保育所・幼稚園（他）における出現
 回数５以上の名詞句（頻度順）
抽出語 出現回数
習い事 23
友達 13
鬼ごっこ 6

放課後 5

幼稚園 5

　⑵　保育所・幼稚園（他）の運動遊び体験に関
する語句の構造

抽出語間の関連性を探索するために、表３に示
した抽出語を含め、出現頻度上位60語までを利
用した抽出語間の共起ネットワークを用いて、抽
出語間の関連を分析した。その結果は図３に示
す。図３では、「放課後」を中心に、「マット」「ク
ラブ」「体操」「運動」や、「ダンス」「習い事」「水
泳」「水遊び」などの「習い事」のまとまりがみ
られた。
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図３　保育所・幼稚園（他）の運動遊び 
抽出語間の共起ネットワーク

４．小学校時代にみられた学校での運動遊び
　⑴　運動遊び体験に関する語句の形態素解析
学生の小学校時代の学校（以下、小学校（学校））
における運動遊びの体験について、計量的分析を
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行うため、テキストマイニングによる形態素解析
を行った。その結果、抽出語総数は、計1384語
であった。表４は、名詞句のうち、出現回数５以
上の抽出語に関して出現回数を頻度順に示したも
のである。
小学校（学校）で最も出現回数が多いのは、「友

達」176であり、続いて「ドッジボール」57、「鬼
ごっこ」56、「休み」44、「校庭」36、「一輪車」「鉄
棒」33、「学校」29、「ケイ」「縄跳び」25、「バレー
ボール」20、「昼休み」「遊具」16、「バスケットボー
ル」「学年」13、「小学校」「放課後」12、「サッカー」
「ブランコ」「体育館」「竹馬」11、「公園」10、「ボー
ル」「遊び」９、「ベース」「高学年」８、「すべり
台」「体育」７、「小学生」「先生」６、「クラブ」「グ
ラウンド」「ジャングルジム」「タイヤ」「バドミ
ントン」５となっている。

表４　小学校（学校）の出現回数 
５以上の名詞句（頻度順）

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
友達 176 ブランコ 11

ドッジボール 57 体育館 11
鬼ごっこ 56 竹馬 11
休み 44 公園 10
校庭 36 ボール 9

一輪車 33 遊び 9

鉄棒 33 ベース 8

学校 29 高学年 8

ケイ 25 すべり台 7

縄跳び 25 体育 7

バレーボール 20 小学生 6

昼休み 16 先生 6

遊具 16 クラブ 5

バスケットボール 13 グラウンド 5

学年 13 ジャングルジム 5

小学校 12 タイヤ 5

放課後 12 バドミントン 5

サッカー 11

　⑵　小学校（学校）での運動遊び体験に関する
語句の構造

抽出語間の関連性を探索するために、表４に示
した抽出語を含め、出現頻度上位60語までを利
用した抽出語間の共起ネットワークを用いて、抽

出語間の関連を分析した。その結果は図４に示
す。図４では、「鬼ごっこ」「ドッジボール」「遊ぶ」
「友達」「鉄棒」「一輪車」などの「運動遊び」の
まとまりがみられた。その他にも、「バレーボール」
「バスケットボール」「サッカー」などの「運動種
目」のまとまりがみられた。
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図４　小学校（学校）の運動遊び 
抽出語間の共起ネットワーク

５．小学校時代にみられた家庭の運動遊び
　⑴　運動遊び体験に関する語句の形態素解析
学生の小学校時代の家庭（以下、小学校（家））
における運動遊びの体験について、計量的分析を
行うため、テキストマイニングによる形態素解析
を行った。その結果、抽出語総数は、計1012語
であった。表５は、名詞句のうち、出現回数５以
上の抽出語に関して出現回数を頻度順に示したも
のである。
小学校（家）で最も出現回数が多いのは、「友達」
119であり、続いて「公園」71、「鬼ごっこ」
44、「近所」33、「放課後」29、「一輪車」25、「縄
跳び」17、「自転車」14、「ドッジボール」「バド
ミントン」13、「サッカー」12、「キャッチボール」
「ブランコ」11、「ケイ」「家族」「遊び」「遊具」９、
「バレーボール」「ボール」８、「すべり台」「バス
ケットボール」６、「ローラースケート」「小学校」
「鉄棒」「野球」５となっている。
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表５　小学校（家）における出現回数 
５以上の名詞句（頻度順）

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
友達 119 ケイ 9
公園 71 家族 9

鬼ごっこ 44 遊び 9
近所 33 遊具 9
放課後 29 バレーボール 8
一輪車 25 ボール 8
縄跳び 17 すべり台 6
自転車 14 バスケットボール 6

ドッジボール 13 ローラースケート 5
バドミントン 13 小学校 5
サッカー 12 鉄棒 5

キャッチボール 11 野球 5

ブランコ 11

　⑵　小学校（家）の運動遊び体験に関する語句
の構造

抽出語間の関連性を探索するために、表５に示
した抽出語を含め、出現頻度上位60語までを利
用した抽出語間の共起ネットワークを用いて、抽
出語間の関連を分析した。その結果は、図５に示
す。図５では、「家族」「プール」「父」「キャッチ
ボール」「弟」などの「家族との遊び」がみられた。
その他にも、「友達」「鬼ごっこ」「公園」「遊ぶ」「近
所」などの「友達との遊び」がみられた。
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図５　小学校（家）の運動遊び 
抽出語間の共起ネットワーク

６．小学校時代にみられたその他の施設での運動遊び
　⑴　運動遊び体験に関する語句の形態素解析
運動遊び体験について、学生の小学校時代のそ
の他の施設（以下、小学校（他））における運動
遊びの経験について、計量的分析を行うため、テ
キストマイニングによる形態素解析を行った。そ
の結果、抽出語総数は、計520語であった。表６
は、名詞句のうち、出現回数５以上の抽出語に関
して出現回数を頻度順に示したものである。 
小学校（他）で最も出現回数が多いのは、「習

い事」59であり、続いて「友達」19、「教室」
14、「バレーボール」13、「小学校」12、「バスケッ
トボール」11、「学童」９、「クラブ」「児童」「体
育館」「放課後」８、「バドミントン」「鬼ごっこ」
６、「チーム」「テニス」「ドッジボール」５となっ
ている。

表６　小学校（他）の出現回数 
５以上の名詞句（頻度順）

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
習い事 59 児童 ８

友達 19 体育館 ８

教室 14 放課後 ８

バレーボール 13 バドミントン ６

小学校 12 鬼ごっこ ６

バスケットボール 11 チーム ５

学童 ９ テニス ５

クラブ ８ ドッジボール ５

　⑵　小学校（他）の運動遊び体験に関する語句
の構造

抽出語間の関連性を探索するために、表５に示
した抽出語を含め、出現頻度上位60語までを利
用した抽出語間の共起ネットワークを用いて、抽
出語間の関連を分析した。その結果は、図６に示
す。　図６では、「練習」「大会」「仲間」「習う」「ピ
アノ」や、「習い事」「水泳」といった「習い事」
のまとまりがみられた。
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図６　小学校（他）の運動遊び 
抽出語間の共起ネットワーク

蹴る

庭 キック

ベース

一輪車

缶

スキー トラ
跳箱

鉄棒

登る

鬼

大会

仲間

練習

少年

メンバー

草野球

土曜日

ドッジボール

ピアノ

習う

鬼ごっこ

縄跳び

ポリ
スケート学校

バドミントン

クラブ活動

高学年

習い事

泳ぐ 水泳

行く

バレエ

通る チーム

小学 地域

陸上
跳ぶ

外

小学生

運動
ブランコ

保育
放課後

学童

児童

遊び

棒

Ⅳ．考察
女子大学生の幼少期における運動遊び体験の結
果を概観すると、保育所・幼稚園時代では、大き
く「戸外遊び」「室内遊び」に分けられた。小学
校時代では、大きく「運動遊び」「運動種目」に
分けられた。そして、保育所・幼稚園時代と小学
校時代において、共通してみられたのは、「友達
との遊び」「家族との遊び」「習い事」であった。
まず、保育所・幼稚園時代にみられた運動遊び
体験について検討する。保育所・幼稚園における
「戸外遊び」では、「鬼ごっこ」「鉄棒」「縄跳び」「遊
具」「ボール」などの遊びが多くみられた。すな
わち学生たちは、鬼ごっこや鉄棒など、身体を活
発に動かす遊びや、遊具を使った遊びを多く実施
してきたことがうかがえる。幼児期の遊びにおい
て、戸外で身体を活発に動かして遊ぶことは、心
身の発達において重要な役割をもっている。「鬼
ごっこ」などの集団的な遊びを経験することは、
ルールを理解して仲間に入ることや、自分の気持
ちを調整することにもつながるとされている（木
村ら，2009）。それらを、日々の生活の中で行わ
れる遊び体験として記憶していることは、今後、
保育者として保育を展開するうえで、子どもたち

に「友達と一緒に身体を動かす楽しさ」を伝える
ことに役立つと考えられる。
その他にも、園における「室内遊び」では、「遊
戯」「リズム」「教室」「合わせる」「先生」のまと
まりがみられたことから、園における身体表現活
動が印象に残る体験としてあげられていた。しか
しながら、マットや跳び箱などの器械体操用具を
使った運動遊びは、記述が少ないことからも、印
象に残っていない、あるいはあまりされていない
ことが示唆された。吉田ら（2012）によると、
幼稚園での運動指導は、外部派遣講師によって行
われていることが多く、その中で実施される活動
は、「マット、鉄棒、跳び箱」がなされており、
それが子どもにとって、本当の「遊び」であるか
どうかは慎重に判断すべきであると述べている。
このことからも、室内遊びにおけるマットなどの
使用は、保育者が遊びとして行う必要性があると
考えられる。
次に、小学校時代にみられた運動遊び体験につ
いて検討する。小学校における「運動遊び」では、
「鬼ごっこ」「ドッジボール」「ケイドロ」「ジャン
グルジム」「一輪車」などがみられた。小学校へ
進学しても、色鬼や氷鬼などの「鬼ごっこ」の遊
びは、保育所・幼稚園時代と同様に行われている
ことがうかがえる。
「運動種目」では、「バレーボール」「バスケッ
トボール」「サッカー」「バドミントン」などの運
動種目があげられるようになった。小学校に入学
すると体育科が授業として実施されるようにな
り、遊び内容も運動種目化されるようになったと
考えられる。村瀬ら（2007）は、現代の子どもは、
親世代と比べて広場や空き地で遊ばなくなってき
ていることを指摘している。また、遊びの孤立化
が進んでいること、スポーツクラブなどへの参
加、親、先生など大人との関わりも外遊び・スポー
ツ遊びに親しむことへの促進要因であることを報
告している。小学校において、授業の内外で運動
遊びや運動種目に触れることにより、子ども同士
の関係性の確立や、それらに親しみをもって活動
することにつながる機会が得られると考えられ
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る。また、國土（2003）は、子どもの遊びにつ
いて、どのような遊びが多く実施されているのか
を明らかにするために、学年別の調査を行ってい
る。その結果、幼児期では、「鬼ごっこ」「かくれ
んぼ」「ドッジボール」の頻度が高い。そして小
学生になると、「ドッジボール」「サッカー」「バ
スケット」などのスポーツ遊びが、頻度の高い遊
びとして出現することを報告している。本研究の
学生の体験記述でみられた遊びの変化傾向につい
ても、國土の結果とほぼ同様のものであった。し
たがって、学生の幼少期の遊びは、発達段階に応
じて変化していったものと推察できる。
保育所・幼稚園、小学校に共通してみられた運
動遊びの中で、「友達との遊び」「家族との遊び」
について検討する。保育所・幼稚園、小学校とも
に最頻出単語は、「友達」であった。このことは、
家庭での遊びを考える上で、身近な遊び仲間とし
て友達や家族があげられることは、当然である。
運動遊びは、ルール上、複数人で行う遊びが多く、
運動遊びによって協調性や社会性が培われるとさ
れている（杉原ら，2010）。幼少期の家庭におい
て誰と遊んだか、という部分では、友達か家族が
最も印象に残っているのであろう。しかしなが
ら、「友達との遊び」では、「鬼ごっこ」や「かく
れんぼ」など、遊びの要素が強いことが読み取れ
る。それに対し、「家族との遊び」は、「キャッチ
ボール」や「自転車」など、練習の要素が強くみ
られた。これらのことから、同じ遊び仲間という
認識であっても、その活動内容は、友達と家族と
では役割が異なることが示唆された。
「習い事」については、幼児期から「水泳」「体
操」「ダンス」などがなされており、その習い事
も時期や内容によっては、遊びの一つとして捉え
られていることがうかがえた。しかしながら、習
い事の経験は、「習っていた」・「習っていなかっ
た」という回答者の経験の差が生じる。大澤
（2008）は、子どもの経験は、家庭によって平等
ではないと報告している。習い事をしている家庭
と習い事をしていなかった家庭では、その経験に
差が生じる。「習い事」の中でされるような遊び

は、保育や教育の場で保証されなければ、経験の
差につながることが危惧される。
以上の結果をもとに、女子大学生の体験におい
て、保育所・幼稚園では、鬼ごっこや色鬼、氷鬼
などの「鬼ごっこ」遊び、「鉄棒」「ブランコ」「す
べり台」などの遊具や、「ボール」遊びがみられた。
小学校では、「鬼ごっこ」「ドッジボール」など
の同じ遊びが継続されている。さらにその遊びに
加え「バドミントン」「バスケットボール」「バレー
ボール」がみられた。これらのような身体を活発
に動かせる遊びは、体験として印象に残っている
ことがうかがえた。また、室内で身体を動かして
遊ぶような運動遊びは、「ダンス」「踊る」といっ
た身体表現活動が印象として残っていることがう
かがえた。
運動遊びを保育として展開するにあたり、学生

がこれら以外の活動を保育者養成課程の授業の中
で体験する機会をもつことは、保育の幅が広が
り、実習や保育士として働く際の一助になると考
える。例えば、「習い事」で行うような「マット」
や、それら器械体操用具を使用した遊び、室内で
行えるような鬼ごっこ、または、運動能力や遊び
経験に男女差がみられるようなボールを使用した
遊び（吉田ら，2003）などが考えられる。岸本
ら（2002）は、女子大学生の遊び体験について、
遊具を使う遊びは、学校や幼稚園・保育所の体力
作りで活用すること、遊びでも使うように動機づ
ける工夫が必要なことを報告している。また、女
子大学生の経験の中に「よくした」が25% 以下
の遊びをあげている。具体的には、全身運動遊び
では、Ｓケンやうずまきじゃんけん、手先の操作
運動では、おはじき、ビー玉、まりつきなどの遊
びの衰退傾向が著しいとしている。本研究におい
ても、それらに関する遊びの記述は、ほとんどみ
られなかった。さらに、黒岩（1999）は、基礎
的運動能力や調整力など、子どもにつけさせたい
能力の獲得に Sケンなどの伝承遊びが有効であ
ることを示している。また、それらの遊びを学生
が体験することにより、子どもへの遊びを考え、
保育を実践するにあたり、有効であろうことを報
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告している。中村（2004）は、子どもの遊び方
において、昔と今の子どもでは同じ遊びでも、遊
び方が異なり、今の子どもよりも昔の子どもの方
が集団で遊んでいたと述べている。これらのこと
からも、遊具での遊びにあわせて伝承遊びや、集
団遊びを意識的に行う必要もあると考えられる。
スキャモン（1930）の発育曲線が示すように、
幼児期は神経系の発達が著しく、神経系は身体を
巧みに動かす運動コントロール能力に大きく影響
する。また、ガラヒュー（1999）が示すように、
幼児期及び児童期は基礎的な運動の段階である。
これらのことからも、幼少期に様々な運動遊びに
触れることは、自身の運動コントロール能力の発
達や危険回避能力の向上につながり、将来の健康
習慣や身体活動を行う上での基礎となる。
また、子どもの発育発達において、重要な時期
に関わる保育者を目指す学生を指導するにあた
り、学生の体験から多く実施された遊びや、あま
り実施されなかった遊びを把握することが重要と
思われる。このような視点から、保育に携わる大
学生の遊び体験の想起とその重要性について報告
した研究もみられる（黒岩；1999, 森ら；2002, 
畑野；2018）。学生の遊び体験を把握すること
は、保育実践として必要な遊びの保育方法を、大
学の保育者養成課程の授業の中で効率よく行うこ
とにつながると考えられる。しかしながら、学生
の運動遊びの体験について、幼少期の記憶の想起
による記述となるため、記述内容に個人差がみら
れることや、体験していたが印象に残っておら
ず、記述されていない可能性などの研究の限界が
推察される。
子どもの遊び不足が懸念される現代では、子ど
もの生活や遊びに直接関わる保育者の豊富な体験
が必要である。学生が遊びを体験し、その保育方
法を知ることは、「遊びの体験不足」が懸念され
ているような昨今の子どもと関わるうえで、意義
のあることと考えられる。幼児期運動指針（文部
科学省，2012）では、子どもに「多様な動きの
経験ができるように様々な遊びを取り入れるこ
と」を提示している。幼児期においての遊びは、

特定の運動に偏ったものではなく、遊びの中で多
様な動きを経験することで、多様な動作が獲得さ
れる。それらは、遊びの中で発現する動きであり、
普段の生活の中で行われるものである。また、身
体のコントロールは、危険回避の動きにもつなが
る。さらに、幼児期運動指針（文部科学省，
2012）では運動の意義において、①体力・運動
能力の向上、②健康な体の育成、③意欲的なここ
ろの育成、④社会適応力の発達、⑤認知的能力の
発達があげられている。これらのことから、幼少
期の豊富な運動遊びの経験は、からだやこころの
発達に大きく寄与することが考えられる。
保育者養成課程の授業の中で、学生が自ら様々
な運動遊びを体験することは、保育者として、子
どもの遊びの姿やその関わり方、環境構成、安全
への配慮、運動遊びの大切さなどの気付きにつな
がり、見通しをもった保育の計画・展開ができる
ようになると考えられる。これらのことからも、
授業における運動遊び体験の充実と、その体験を
踏まえた保育実践へのつながりをもてることが望
まれる。
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